
水戸市の移住・定住促進の
まちづくりについて



自己紹介

〇１９９１年生まれ ３２歳
〇家族：妻・娘(１歳)
〇２０１５年水戸市役所入庁
観光課勤務 ７年
主な担当事業：水戸黄門まつり（リニューアル）

水戸の梅まつり
花丸遊印録（刀剣乱舞コラボ）
ソードアート・オンライン-Episode of MITO CITY-（SAOコラボ）等

政策企画課政策審議室勤務 ２年目
主な担当業務：産学官連携事業

デジタル技術を活用したデータ分析による各種業務改善
移住・定住促進関係
いばらき県央地域連携中枢都市圏「移住・定住促進事業の推進」 等

水戸市 市長公室政策企画課政策審議室

主幹 川野辺 俊



移住施策推進の意義
１ 水戸市の人口動態について

(1) 総人口の推移

（各年10月１日現在）
※2010年，2015年，2020年は国勢調査人口，その他は国勢調査の確定値に基づく常住人口

近年は基本的に横ばいが続いている。

単位：（人）



移住施策推進の意義

※1975年から2015年までの総人口は，年齢不詳を含む
（資料：総務省統計局「国勢調査，国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（2018年３月）」）

【総人口】
2015年をピークに減少を続け，
2045年には約12％減の推計

【生産年齢人口】
2015年をピークに減少を続け，
2045年には約24％減の推計

【年少人口・老年人口】
年少人口は減少傾向，老年人口は増
加傾向にあり，2000年時点で既に年
少人口は老年人口を下回っている

近年の総人口は横ばいが続いているが，今後，出生・死亡に伴う

出生数は下がり，死亡数は増えていく

１ページ図の範囲

(2) 総人口及び年齢３区分別人口の推移と将来推計

人口動態である「自然動態」はマイナスとなっていくと予想される。



移住施策推進の意義

(3) 人口増減数の推移

自然動態は近年減少傾向にある一方，社会動態は
2018年以降増加傾向にある。

水戸市では既に自然動態による人口の減少の傾向が

始まっており，それを転入超過である社会動態でカ

バーしている状態。

転出者に対し転入者が減少した時には人口が大きく

減少する状況となっている。

自然動態・・・出生・死亡に伴う人口の動き
社会動態・・・転入・転出に伴う人口の動き

転入者を確保する「移住促進」が非常に重要。

単位：（人）

単位：（人）

全国の自治体が将来を見据えて力を入れて取

り組んでいる。



転入出の状況

県内は転入超過

２ 水戸市の社会動態について
(1) 地域別転入・転出の推移

（資料：水戸市統計年報から政策企画課にて作成）

単位：（人）

県外は転出超過 国外は転入超過



転入出の状況

(2) 県外における転入超過及び転出超過の内訳（2021年）

（資料：水戸市統計年報から政策企画課にて作成）

単位：（人）

東北及び北
海道が約
49％を占め
る

首都圏（神奈
川，東京，埼
玉，千葉）が
約74％を占
める

県北・県央
地域が多い
傾向

県南地域が
多い傾向

単位：（人）

（資料：水戸市統計年報から政策企画課にて作成）

(3) 県内における転入超過及び転出超過の内訳（2021年）



転入出の状況
(4) 2021年の水戸市の転入出超過上位自治体（県内外各３自治体）

転入超過上位自治体 転出超過上位自治体

県内外問わず，水戸市は近隣及び以北から人口が入って

〇まとめ

減少する自然動態を社会動態でカバーし，人口減少を抑制する

活力あるまちを
維持するための
目標人口は推計
やシミュレー
ションよりも多
い

きており，首都圏方面へと流出している傾向がある。

ため，首都圏方面への流出を超える移住促進施策が必要

「人口減少を抑制し，活力あるまちを維持するため，本市の2060年におけ
る目標人口を245,000人と設定」（「水戸市人口ビジョン」より）



移住・定住施策の考え方

(1) 施策の分類 (2) 令和４年度の主な取組

移住・定住施策 ≒ 住みたい・住み続けたいと思える施策 ア 暮らしの魅力を伝える施策

(ア) 情報発信

a 水戸市移住サイト「水戸暮らし」の作成及び公開

b 移住促進ＰＲ事業の実施（※）

c 広報みと・市ＨＰ・各種ＳＮＳによる情報発信

d 市内企業紹介特設サイト（水戸市企業ガイド）による情報発信

e 全国版空き家バンクへの登録

(イ) 移住相談対応

a 電話・窓口・メール・オンラインによる移住相談対応

b 移住フェアへの移住相談ブースの出展（※）

c オンライン合同企業説明会の開催（※）

(ウ) 機会の創出

a 移住体験ツアーの実施（※）

イ 移住者の定住を支援する施策

（ア）財政的支援

a 移住支援金の支給

ウ 暮らしの魅力を高める施策

（ア）ア，イを除く全ての市民サービスやまちづくりに関する

市の施策

（※）・・・広域連携事業

「水戸で暮らしてみたい」「水戸で暮らしてよかった」と感じてもらう取組

移住後の定住を促進する取組

市民を対象とする市民サービ

スやまちづくりに関する取組

移住施策は非常に多岐に渡る



水戸市移住相談用資料



広域連携事業について



広域連携事業について

水戸市

那珂市

東海村

ひたちなか市

大洗町

城里町

笠間市

茨城町

小美玉市

目 的
構成市町村が連携して

県央地域への移住・定住の
促進を図る

いばらき県央地域移住・定住促進協議会 令和４年５月31日 発足



令和４年度の取組

対象者の目に
留まりやすい手法
によるＰＲ事業

移住フェア等への
合同出展による
移住相談事業

圏域に興味を
持った方が参加できる

移住体験事業

ホームページ制作
「＃いばらきどまんなかライフ」

１

２

３

SNS発信
Facebook・Instagram

移住メタバースイベント開催
「メタねば～ス！～ねば～る君になって感じるいばらきライフ～」

いばらき県央移住体験
つながるツアー開催

１

JOIN移住・交流＆地域おこしフェア
2023出展
（いばらき県央ＶＲ移住体験ツアー実施）

１



ご清聴ありがとうございました


